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『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
　
雅
俗
文
庫
蔵
）

（
一
）
吉
野
山
の
図

（
二
）
義
仲
寺
の
図
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今
回
掲
載
す
る
資
料
は
、
文
人
僧
蝶
夢
（
一
七
三
二
―
一
七
九
五
、六
十
四
歳
）
が
安
永
末
頃
か
ら
発
案
し
、
狩
野
正
栄
が
絵
を
描
き
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に

成
立
せ
し
め
た
巻
子
本
三
巻
の
写
本
を
、大
本
三
巻
三
冊
に
仕
立
て
、吉
田
偃
武
が
挿
絵
を
縮
写
し
た
『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』
で
、こ
れ
は
芭
蕉
の
生
涯
が
旅
の
連
続
で
あ
っ

た
と
す
る
観
念
を
後
世
に
伝
え
た
。
本
書
は
、
昨
年
五
月
、
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
に
て
開
催
さ
れ
た
貴
重
文
物
展
示
の
図
録
『
雅
俗
繚
乱
―
中
野
三
敏
江
戸
学

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―
』
に
お
い
て
一
部
紹
介
し
た
。

　
著
者
蝶
夢
に
か
ん
す
る
詳
細
な
研
究
に
、
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
の
田
中
道
雄
先
生
の
『
蝶
夢
全
集
』
が
あ
る
。
こ
こ
に
本
書
を
底
本
に
し
た
翻
刻
・
解
題
が
備
わ
る
。

解
題
中
に
「
中
野
三
敏
蔵
」
と
あ
る
が
、
今
は
「
雅
俗
文
庫
」
に
あ
る
。『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』
に
つ
い
て
田
中
先
生
は
、

当
書
は
、
晩
年
の
蝶
夢
が
、
芭
蕉
百
回
忌
に
向
け
て
精
魂
を
傾
け
た
、
畢
生
の
大
作
、
大
振
り
の
絵
入
り
本
で
あ
る
。
伊
賀
な
ど
で
収
集
し
た
芭
蕉
所
伝
な
ど
取

り
込
む
が
、
新
事
実
に
は
乏
し
い
。
し
か
し
、
芭
蕉
を
蕉
風
俳
諧
の
祖
と
見
る
立
場
か
ら
そ
の
生
涯
を
全
円
的
に
叙
述
し
、
鑑
賞
に
値
す
る
最
初
の
本
格
的
芭
蕉

伝
と
し
て
仕
立
て
た
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』
は
寛
政
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
ち
、
近
代
に
至
っ
て
も
度
々
刷
ら
れ
た
。
後
刷
り
本
で
あ
る
雅
俗
文
庫
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
諸
本
に
は
見
ら
れ

な
い
手
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
点
で
、
田
中
先
生
の
言
を
借
り
れ
ば
「
特
別
誂
え
の
珍
本
」
で
あ
る
。
挿
絵
は
全
部
で
三
十
三
葉
。

　
口
絵
（
一
）
は
中
巻
の
図
で
、
芭
蕉
が
訪
れ
た
桜
の
名
所
吉
野
山
を
描
い
た
も
の
。
本
文
に
は
芭
蕉
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
月
よ
り
翌
年
へ
か
け
て
歌
枕
を

旅
し
た
紀
行
文
『
笈
の
小
文
』（
芭
蕉
没
後
乙
州
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
）
が
用
い
ら
れ
る
。

参
河
の
杜
国
を
め
し
具
し
給
ひ
、
初
瀬
・
龍
門
に
か
ゝ
り
吉
野
ゝ
花
に
三
日
と
ゞ
ま
り
て
、
曙
・
か
そ
が
れ
の
け
し
き
、
有
明
の
月
の
哀
な
る
さ
ま
な
ど
、
心
に

せ
ま
り
胸
に
み
ち
て
、
あ
る
は
西
行
の
枝
折
に
ま
よ
ひ
、
貞
室
が
こ
れ
は
〳
〵
と
う
ち
な
ぐ
り
た
る
に
、
我
い
は
む
こ
と
葉
も
な
く
て
、
い
た
づ
ら
に
口
を
と
ぢ

た
る
、
い
と
口
を
し
、
と
ぞ
か
い
給
ふ
。

　
口
絵
（
二
）
は
、下
巻
に
収
め
ら
れ
る
最
後
の
図
で
あ
る
。
芭
蕉
が
葬
ら
れ
た
義
仲
寺
を
描
い
た
も
の
。
十
月
十
二
日
に
難
波
で
最
期
を
迎
え
た
芭
蕉
を
載
せ
た
舟
は
、

淀
川
を
上
り
十
三
日
の
朝
に
伏
見
に
到
る
。
そ
し
て
十
四
日
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
其
角
が
編
ん
だ
芭
蕉
追
善
集
『
枯
尾
華
』（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
刊
）
収

載
の
「
芭
蕉
翁
終
焉
記
」
を
蝶
夢
が
増
補
し
た
文
が
記
さ
れ
る
。

義
仲
寺
の
直
愚
上
人
を
導
師
と
し
て
お
の
〳
〵
焼
香
し
奉
る
に
、
京
・
難
波
・
大
津
・
膳
所
よ
り
披
（
被
）
官
・
従
者
ま
で
も
こ
の
翁
を
し
た
ひ
奉
り
、
招
か
ざ

る
に
き
た
り
あ
つ
ま
る
も
の
、
三
百
余
人
な
り
。
此
地
に
、
お
の
づ
か
ら
ふ
り
た
る
松
あ
り
、
柳
あ
り
。
か
ね
て
塚
と
な
る
の
い
は
れ
な
ら
む
と
そ
の
ま
ゝ
に
、

卵
塔
を
ま
ね
び
、
あ
ら
墻
を
ゆ
ひ
、
冬
枯
の
芭
蕉
を
植
て
名
の
か
た
み
と
す
。
常
に
風
景
を
好
み
た
ま
ふ
癖
あ
り
け
る
に
、
所
は
長
等
山
を
う
し
ろ
に
し
、
前
に

は
さ
ゞ
な
み
清
く
た
ゝ
え
て
、
遺
骨
を
湖
上
の
月
に
照
す
こ
と
、
か
り
そ
め
な
ら
ぬ
徳
光
の
い
た
り
な
る
べ
し
。
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